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要　　旨　本研究の目的は、国内の先行研究から精神看護学実習における指導者の指導上の困難の全体像を
明らかにし、その困難を軽減する具体策を検討することである。検索の結果20件が抽出され、分析
の結果、精神看護学実習における指導者の指導上の困難として、【学校・病院との連携した指導体制
の未整備】【病院の実習指導体制の未整備】【指導者自身の問題】【指導に対する達成感の未充足】【患
者が学生に及ぼす負担】【実習が患者に及ぼす負担】【実習生としての自覚の欠如】が抽出された。
精神看護における看護実践の言語化の難しさによる【指導に対する達成感の未充足】、患者の社会規
範から逸脱した行動による【患者が学生に及ぼす負担】は精神看護特有の困難であった。よって、
指導者と教員が協働し学生と共に現象の言語化に努めること、学生が患者の逸脱行動に遭遇した時
には速やかに報告することの重要性と予防策の教授、患者教育が必要である。
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Ⅰ．緒言
看護学実習において学生は講義で学んだ知識を基
に、患者と相互行為を展開する中で生じた看護現象
を教材として、看護実践に必要な基礎的能力の習得
を目指す（舟島, 2001）。実習指導者（以下、指導
者）は患者のケアへの責任を果たしつつ学生の実習
目標達成が求められ、その過程には様々な困難が生
じる（篠田他, 2015）。
尾崎（2012）は文献レビューにより、指導者の指
導上の不安として【学校に関すること】【学生に関
すること】【環境に関すること】【指導に関すること】
【人間関係に関すること】を抽出し、これらの困難
への支援策を論じた。細田ら（2004）は、指導上の
困難は「実習指導者自身の力量」「学生との心理的
距離」「学習環境・学習内容」「学生以外の対人関係」
の４因子構造で、その影響要因を明らかにした。
精神看護学実習は学生にとって初めて精神障害者
と接する機会となる場合が多く、対象理解や看護実
践の可視化の難しさもあり、他領域の実習と比較し
て不安や緊張が高い（小阪他, 2010）。よって、指導
者は不安や緊張の高い学生に学びを促進できるよう
教育的な関わりが求められより困難を感じることが
推測される。
精神看護学における指導者の指導上の困難として、
教育理念や方針の違い、学生の態度や反応、病院の
実習指導体制、指導者の指導方法等の困難とその対
処法が述べられている（手塚他, 2018；森田他, 
2012；江原他，2005；男鹿, 2008；出口他, 2006；
福井他, 2005；中村他, 2012a）。しかしこれらの対
処法は、教育機関との連携や指導体制の整備の必要
性が端的に述べられているにとどまり、指導者への
支援策が十分に検討されているとは言い難い。学生
の学習の質保証のためには困難の全体像を把握し、
困難軽減のための具体策を検討する必要がある。そ
こで本研究の目的は、国内の先行研究から精神看護
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学実習における指導者の指導上の困難の全体像を把
握し、その困難を軽減する具体的な方策を検討する
こととする。
Ⅱ．方法
１．文献検索と対象文献の選定方法
医学中央雑誌Web版（Ver.５）（以下、医中誌）
にて、発行年を指定せず（1959年以前～2019年）検
索した（2019年７月31日）。キーワードは「精神看
護」「臨床・臨地実習」「指導者」をかけあわせ検索
した。次にCiNiiで、「実習」「精神」「看護」と「指
導者」をかけあわせ（CiNiiの検索結果①）、「指導
者」に関連する語群「助手」と「実習」「精神」「看
護」をかけあわせ検索（CiNiiの検索結果②）し、
同様に「看護師」「実習」「精神」「看護」をかけあ
わせ検索（CiNiiの検索結果③）した。
論文の採択フローチャートを図１に示す。研究目
的に照らし、①テーマに該当する記載がタイトル・
抄録から判別不可②研究目的･方法･結果･考察に相
当する記載がない③結果でテーマに該当する内容の
記載がない、の３つを除外条件とした。図１に示す
ように、それぞれの検索結果を除外条件①～③に照
らし、対象文献20件を抽出した。
２．分析方法
１）対象文献の概要整理
選定した20文献を精読し、文献ごとに論文タイト
ル、発行年、研究目的、研究方法、結果を抽出し、
指導者の指導上の困難に関する概要を整理した。
２）指導者の指導上の困難の内容分析
抽出した困難の論旨を損なわないよう内容をコー
ド化し、生成したコードの類似性・相違性を考えて、
サブカテゴリー、カテゴリーを生成した。妥当性確
保のため、質的研究の経験のある複数の研究者で分
析し、その結果を質的研究に精通した精神看護学の
教員および指導者に適切であるかの確認を依頼した。
３．用語の操作的定義
困難：先行研究（小澤他, 2015；尾崎, 2012）に
よる定義と広辞苑を参考に、本研究では「指導者が
実習中にその役割を遂行したり、指導する上で苦し
み悩むこと、難しいと感じていること、困っている
こと、戸惑い、不安」と操作的に定義する。
Ⅲ．結果
20文献の発行年次と文献数は、1998年～2003年２
件、2004年～2008年６件、2009年～2013年５件、
2014年～2018年７件であった。全て精神看護学が成
人看護学から独立した1997年以降に発行されていた。
看護学校の実習の指導者を対象とした研究（文献№
20）を筆頭に、短大（№19）、専門学校（№18）、
2005年に初めて大学に焦点が当てられていた（№
17）。この発行年次は1990年代後半から看護系大学
が急増し、当初の入学生が実習を履修する時期とほ
ぼ一致していた。
研究の種類は量的研究４件、質的研究12件、質量
併用研究３件、文献検討１件であった。データ収集
はインタビューが最も多く８件、自作の質問紙７件、
学生のプロセスレコードの分析３件、先行研究から
指導者の認識を抽出したもの１件、指導者の不安の
関連要因を統計学的に検討したもの１件であった。
１．対象文献の概要
対象文献の概要を表１に示す。質的に困難の内容
を明らかにした研究（№１. ５. ８. 10. 11. 14. 15. 16. 
17. 18）が最も多く、次項に示すようにその内容は図１　論文の採択フローチャート
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表１　精神看護学実習における指導者の指導上の困難に関する文献一覧
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多岐に渡っていた。２文献（№10. 11）では精神看
護特有の困難を抽出し、指導者は精神科の特殊性の
教授に苦慮し（№10）、言語化し難いケアの指導の
難しさといった困難を明らかにした（№11）。また、
表２　精神看護学実習における実習指導者の指導上の困難
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大学教育（№17）等、特定の視点に着目した研究
（№１. ５. 14. 15. 18. 19）も散見され、いずれも教
員との連携や病棟からの指導者へのサポートの必要
性を述べていた。一方、指導者は教員との協働に困
難を覚えていることが報告されていた（№３）。訪
問看護ステーション対象の研究（№６）では、指導
者の時間・人的負担、利用者の選定困難、情報漏洩
等のトラブルの懸念があることが報告されていた。
中村ら（2012b）は、既存の尺度を用いた質問紙
調査で指導者の不安の要因を分析し、自己効力感と
自尊感情が関与することを共分散構造分析で示した。
乙黒ら（2015；2014；2013）は、実習記録から指導
者の戸惑いの要因を分析し、学生の学修不足、指導
者の学生への期待が要因であると指摘した。佐藤ら
（2016）は、実習記録から患者-学生-指導者-教員の
関係性を分析し、指導者は指導がうまくいかず、
困った学生と悩み、その不全感が病棟全体に影響す
ることを報告した。
量的研究では、研修未受講の指導者は指導への不
安を常に抱え（№13）、95％以上の指導者が業務へ
の負担、指導方法の不安を感じていることが明らか
になった（№20）。井上ら（2013）は独自の質問紙
で、実習のやりにくさの程度の平均点は４点中2.57
点であり、指導者が指導のやりにくさを感じている
ことを明らかにした。
２．精神看護学実習における指導者の指導上の困難
分析の結果、指導者の指導上の困難として、７カ
テゴリーおよび20サブカテゴリーが抽出された。な
お、カテゴリーは【　】、サブカテゴリーは《　》、
コードは〈　〉で示す。カテゴリー、サブカテゴ
リー、コードを表２に示す。
１）【学校・病院との連携した指導体制の未整備】：
指導者は〈教員が実習に来ない〉等の《教員とのコ
ミュニケーションの不足》に困り、専門学校や大学
の実習を受け入れる病院では《複数の学校を受け入
れることへの混乱》が生じていた。
２）【病院の実習指導体制の未整備】：指導者は病棟
業務との兼任のため、《指導者専任ではないことに
よる時間の不足》や〈病棟が実習指導に対して無関
心〉である場合等《同僚からの実習に対する理解不
足》に悩んでいた。
３）【指導者自身の問題】：指導者は管理職から学生
指導を任命され、〈やらされ感覚の実習指導〉が負
担になると共に、《指導者としての自信のなさ》を
感じていた。
４）【指導に対する達成感の未充足】：指導者は精神
科における《看護実践を学生に伝えにくい》と感じ、
《学生との看護実践のズレ》を認識していた。その
他に《実習期間が短い》《学生数の多さ》に困り、
十分に指導できていないと感じていた。
５）【患者が学生に及ぼす負担】：指導者は、患者の
精神症状や社会規範から逸脱した行為による《患者
による学生への負の影響》を危惧していた。
６）【実習が患者に及ぼす負担】：指導者は《患者選
定が困難》なだけでなく、《実習による患者への負
の影響》を心配していた。
７）【実習生としての自覚の欠如】：指導者は学生に
対し、《学生の態度が悪い》《学生の反応が乏しい》
と感じていた。
Ⅳ．考察
本研究では精神看護学実習における指導者の指導
上の困難として、表２に示した７カテゴリーを抽出
した。尾崎（2012）を初めとする他領域の指導上の
困難に関する研究と比較すると、本研究では【指導
に対する達成感の未充足】【患者が学生に及ぼす負
担】が新たに抽出され、それ以外は他領域の指導者
と同様の困難を抱えていることが明らかとなった。
１． 他領域と共通する指導者の指導上の困難とその
対処
指導者は、《複数の学校を受け入れることへの混
乱》や《教員とのコミュニケーションの不足》を感
じていた。指導者と教員が共通認識のもとに実習指
導するには両者の連携・協働が必要で、そのために
はコミュニケーションが重要である（原田, 2003）。
よって、教員は実習現場に可能な限り赴く、又は連
絡先を伝え常に指導者と連絡が取れるよう体制を整
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える。また、授業内容や実習目的・方法を伝達でき
る時間の確保、両者が自由に意見交換できる関係性
構築が必要である。
指導者は《同僚からの実習に対する理解不足》を
感じ、同僚から協力が得にくいことが推察される。
よって、指導者の増員と専任化、時間的余裕の確保、
全スタッフへ指導者役割を周知し理解を求めていく
必要がある。
指導者は、《指導者としての自信のなさ》や《看
護実践への自信のなさ》を感じていた。指導者研修
を受講し、看護職としての経験年数、職位、実習指
導の経験年数が高い指導者ほど自身の力量に関する
困難を認識しにくい（細田他, 2004）。よって、指導
者任命の際には研修受講の有無や経験年数等を考慮
する必要がある。また、指導者の指導に対して教員
や学生からのフィードバックも必要であろう。
実習が患者に負の影響を及ぼす要因として、患者
の立場に立った看護が実践できないことが考えられ
る。相手の立場に立った看護実践のためには共感性
を高める必要があり、対人援助職の共感性向上のた
めのプログラムも開発されている（西村他, 2015）。
よって、【実習が患者に及ぼす負担】に関する困難
対処に、授業で共感性向上のためのプログラム実施
も有効であろう。指導者の責務として患者の保護が
あり、そのためには、指導者と患者・学生間の良好
な関係性を築き（中村他, 2012a）、患者-学生間の関
係性の調整が必要である。よって、教員と指導者が
指導を適切に分担しながら実習の進度状況を把握・
共有し、患者-学生間の関係性の調整を図る必要が
ある。
指導者は、【実習生としての自覚の欠如】に対し
て困難を感じていた。実習の場は学生にとって初め
ての体験や出会いがあり、学内とは異なる環境であ
るため学生の緊張度も高く、持っている力や思いを
表出することが難しい（高木, 2000）。よって、学生
の心理的特徴把握のため教員と指導者は学生とコ
ミュニケーションを図り、学生の実習以外の場面の
特徴を知っている教員と指導者間で情報交換し、特
徴をふまえた指導が必要である。指導上の困難は、
指導者や教員が学生に期待をするために起こる（佐
藤他, 2004）。よって、学生は既習の知識・技術を
知っていて当然とせず、初学者として接することが
必要である。
２．精神看護特有の指導上の困難とその対処
精神看護の対象は視覚的に確認できない人間の精
神的な側面であり、看護実践やその効果も言語化し
て人に説明することは難しい。また、同じ疾患で
あっても患者の生い立ち、精神症状とその重症度、
疾患の経過は一様ではなく、看護師はその場で状態
を判断し看護を実践する。精神科における熟練した
看護技術は、自分で経験を積み重ねて技として蓄え
てきた人が多い（濱田, 2007）。本研究で抽出された
《看護実践を学生に伝えにくい》背景には、この技
をどう言語化して相手に伝えるかの難しさがあるこ
とが考えられる。看護実践が学生にうまく伝わらな
いため、《学生との看護実践のズレ》が生じ、その
難しさゆえに実習期間や学生数に関する困難を感じ、
指導に対する達成感が未充足であることが考えられ
る。山下ら（2015）は学生の実習時の問題として、
遭遇した現象やそれに対する意見を適切に言語化で
きないことを指摘している。指導者、学生ともに看
護技術を実践した意図を明確にし、看護実践を含む
現象や実践への省察を丁寧に言語化する試みが必要
である。そこで、学生においては授業の時から現象
の言語化を意識できるようにする。そして実習では
臨床に精通した指導者と学生のレディネスを一番把
握している教員が協働し、学生と共に現象の言語化
に努めなければならない。
精神科病棟の患者は精神状態により適切な判断が
できず、社会規範から逸脱した行動をとることがあ
る。患者の逸脱行動に学生が遭遇した場合、患者と
の関係性悪化を恐れ報告・相談を躊躇し、問題解決
が遅れることは珍しくない。よって【患者が学生に
及ぼす負担】に関する困難対処のため、学生には気
になることがある場合、速やかに指導者・教員に報
告することの重要性の理解を促す。問題が起こった
場合、指導者・教員は学生の思いを聴き、逸脱行動
を起こした患者の背景を伝えることも必要である。
─ 68 ─
摂南大学看護学研究, Vol.8, No.1, 2020
また、こうした出来事を未然に防ぐために事前オリ
エンテーションで逸脱行為のある患者情報を学生に
提供し、助けを呼ぶ方法、部屋に近づかない、話す
時の位置に気をつける等の予防法を伝え、患者教育
としては「暴力・セクハラ行為は犯罪である」との
認識を促す必要がある（三木他, 2010）。
３．本研究の限界
指導者に関して、指導者・看護師・精神科看護師
としての経験年数や教育背景、指導者の所属する病
院が総合病院の精神科病棟か、あるいは単科精神科
病院であるかによって指導上の困難に相違があるか
は検討していない。実習生の学年・所属する学校の
種類も同様である。今後は指導者や学生の属性に
よって指導上の困難に相違があるのかを検討する必
要がある。
Ⅴ．結語
精神看護学実習における指導者の指導上の困難と
して、【学校・病院との連携した指導体制の未整備】
【病院の実習指導体制の未整備】【指導者自身の問
題】【指導に対する達成感の未充足】【患者が学生に
及ぼす負担】【実習が患者に及ぼす負担】【実習生と
しての自覚の欠如】が抽出された。【指導に対する
達成感の未充足】【患者が学生に及ぼす負担】は精
神看護特有の困難であった。精神看護特有の困難へ
の対処として、指導者と教員が協働し学生と共に現
象の言語化に努め、学生が患者の逸脱行動を回避で
きる方策を取る必要がある。
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